
 

 

かみのくには、つぎのようなものである。ひとがつちにたねをまいて、よるひる、 

ねおきしているうちに、たねはめをだしてせいちょうする。（マルコ４・２６－２７） 

ワオー、わたしたちは、ラジオきょくからよばれま

した。ちゃんとじゅんびしなければ！ほうそうの

ひ、ラジオきょくにつくとぜんぶじゅんびしてあり

ました。たくさんのマイク、でもジェン４たちは、あ

わてません。 ジェン４とは、キアラ・ルービックが創立したフォコラーレの子どもたちです。 
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あなたは、はたけではたらくひとが、たねをつちのうえにまく

のをみたことがありますか？たねはすこしずつかたちをかえ

ておおきくなります。イエスさまがまかれたたねは、ちいさく

ても、とてもつよく、しずかに、おおきくなっていきます。 

そのきのえだは、こんなにおおきくなり、そらのとり

はそのきのえだにすをつくりにきます。 

いのちの 

ことば 

ジェン 4 

2024ねん 6がつ 
 
 

 

 

focolare.org/japan 

このように、すべてのあいのおこないは、ちいさなことでもた

くさんのみのりをもたらし、みんなによろこびをあたえます。 

フランシスコは、おもちゃをいもうとにかしたことはなしまし

た。さいごにラジオきょくではたらくひとが、かんしゃしてい

いました。「みんなのちいさなけいけんがとおくまでとどい

て、たくさんのひとによろこびをあたえましたよ。」 

（サルバトルのジェン4）。 

カルメンがマイクをとり、いいます。「わたしはおもちゃをもってい

ないともだちに、あげました。」スザンナがいいます。「まずしいくつ

をもっていないひとをたすけたかったとき、おじさんからもらった

あたらしいくつをあげることができて、うれしかったです。」 


